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１ 経緯

○ 病院事業を設置している地方公共団体においては、「新公立病院改革ガイドライ

ン」（平成27年3月31日付け総務省自治財政局長通知）を踏まえ、新公立病院改革プランを

策定し、病院事業経営改革に取り組んでいただいてきたところ。

○ 今般、「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイド

ライン」（令和4年3月29日付け総務省自治財政局長通知）が策定され、その中で、

“市町村等が経営強化プランを策定するに当たり、策定段階から地域医療構想調整会

議の意見を聴く機会を設けることなど通じて地域医療構想等との整合性を確認する”

などの記載があることから、令和４年度第３回又は令和５年度第１回の本会議に

おいて、協議を行うこととさせていただく。
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１ 経緯（具体的対応方針との関係性）

○ 経営強化プランは、「地域医療構想の進め方について」（令和４年３月24 日付け

厚生労働省医政局長通知）により、当該公立病院の地域医療構想に係る具体的対応

方針として位置付けることとされていることも踏まえ、地域医療構想と整合的であ

ることが求められる。

○ そのため、現行の公的医療機関等2025プラン等と比較いただきつつ、各地域で議

論いただくこととしてはどうか。
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【参考】ガイドラインの概要
令和４年４月２０日開催公立病院経営強化

ガイドライン等に関する説明会 資料１抜粋
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【参考】「公立病院経営強化プラン」の主なポイント
令和４年４月２０日開催公立病院経営強化

ガイドライン等に関する説明会 資料１抜粋
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２ 地域医療構想等との整合性を図る際の視点

公立病院経営強化プランの内容

（１）役割・機能の最適化と連携の強化
○地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・機能
○地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能
○機能分化・連携強化

（２）医師・看護師等の確保と働き方改革
○医師・看護師等の確保
○医師の働き方改革への対応

（３）経営形態の見直し

（４）新興感染症の感染拡大時等に備えた平時からの取組

（５）施設・設備の最適化
○施設、設備の適正管理と整備費の抑制
○デジタル化への対応

（６）経営の効率化等

【ご意見いただく内容】
公立病院経営強化プランの
内容のうち地域医療構想等
との整合性に関連する(1)、
(2)、(4)、(5)の記載につ
いて、本会議で意見聴取さ
せていただく。

＜整合性を図る際の視点＞
→ これまでの地域での協議

内容と乖離がないか

→ 地域で求められる役割、
機能、取組みとなってい
るか など
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【参考】 県内の公立２０病院

区域 病院名 区域 病院名

横浜 横浜市民病院 横・三 市民病院

横浜 みなと赤十字病院 横・三 うわまち病院

横浜 脳卒中・神経脊椎センター 横・三 三浦市立病院

横浜 こども医療センター 湘南東部 藤沢市民病院

横浜 精神医療センター 湘南東部 茅ヶ崎市立病院

横浜 がんセンター 湘南西部 平塚市民病院

横浜 循環器呼吸器病センター 県央 厚木市立病院

川崎北部 多摩病院 県央 大和市立病院

川崎南部 井田病院 県西 小田原市立病院

川崎南部 川崎病院 県西 足柄上病院
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【参考】現行の公的医療機関等2025プラン（抜粋）

川崎市立多摩病院
経営強化プラン
上の項目

現行の2025プラン等の記載内容

（１）
役割・機能の
最適化と連携
の強化

・北部地域の中核病院として、小児救急を含めた救急医療を中心に、高度・特殊・急性
期医療、アレルギー医療などを提供
・災害拠点病院としての役割を担う。

合計 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等

2025年見込み 376 0 364 0 12 0
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【参考】現行の公的医療機関等2025プラン（抜粋）

川崎市立多摩病院
経営強化プラン
上の項目

現行の2025プラン等の記載内容

（４）
新興感染症～

の取組

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、一般病床の転換による専用病床の整
備・拡充を行い、多数の中等症患者を受け入れ

（５）
施設・設備の

最適化

・FAX検査予約等による検査機器の共同利用による医療機関の機能分化の強化と連携を
推進
・救急遠隔読影接続システムや地域の医療機関（医院・クリニック等）との地域連携シ
ステムを運用し、更なる連携を推進
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて

川崎市立多摩病院 地域医療構想
との整合性

（１）
役割・機
能の最適
化と連携
の強化

○地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・機能

→三次救急医療機関、特定機能病院との住み分けに課題がある。

○

○地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能
・高齢化が進む川崎市北部医療圏の地域医療支援病院として、地域の患者さん、
地域の医療・福祉施設と、密接に連携

○

（２）
医師・看
護師等の
確保と働
き方改革

○医師・看護師等の確保
・タスクシフトおよび処遇改善

○

○医師の働き方改革への対応
・医師事務作業補助者の業務拡大
・当直明けは極力昼までに帰るよう呼びかけ など

○

合計 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等

2020年実績 376 0 376 0 0 0

2025年見込み 376 0 364 0 12 0

※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて

川崎市立多摩病院 地域医療構想
との整合性

（４）
新興感染症
～の取組

・地域の保健所や近隣の医療施設との連携・情報共有を図るほか、訓練を実施
・新興感染症の感染拡大状況に応じた病床確保や施設・設備の整備、検査体制
の確保、日常的な感染対策活動の実施
・感染防護具などの備蓄・整備

○

（５）
施設・設備
の最適化

○施設、設備の適正管理
・計画的に施設、設備機器の更新を実施
・施設や設備機器の長寿命化や更新などについては経営的な視点を持ちつつ、
十分に検討を行い計画的に実施することにより、財政負担の軽減・平準化に取
り組む。
○デジタル化への対応
・マイナンバーカード(薬歴情報、特定健診情報)との連携を実施する。
・電子処方箋の導入を行う。
・電子カルテシステム他連携システムを含め、セキュリテイ対策の向上を行う。
・RPAやチャットボットの導入を推進し医療従事者業務の軽減、タスクシェア
を行う。

○

※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。
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【参考】現行の公的医療機関等2025プラン（抜粋）

川崎市立井田病院

経営強化プラン
上の項目

現行の2025プラン等の記載内容

（１）
役割・機能の
最適化と連携
の強化 ・南部地域の中核病院・地域がん診療連携拠点病院として、増大するがん等の成人疾患

医療、救急医療、緩和ケア医療を担う
・市内唯一の結核病床を有する病院として、結核患者への透析の対応も行う

合計 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等

2025年見込み 343 8 290 45 0 0
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【参考】現行の公的医療機関等2025プラン（抜粋）

川崎市立井田病院
経営強化プラン
上の項目

現行の2025プラン等の記載内容

（２）
医師・看護師
等の確保と働
き方改革

・臨床研修指定病院等として医師の育成を行うなど、地域医療水準の向上にも寄与

（４）
新興感染症～

の取組

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、県下最大規模となる92床の専用病床
の整備・拡充を行い、多数の中等症患者を受け入れ
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて

川崎市立井田病院 地域医療構想
との整合性

（１）
役割・機
能の最適
化と連携
の強化

○地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・機能

→地域での二次救急医療体制の改善に課題があり、地域における救急当番制につ
いて協議

○

○地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能
・急性期病院として地域のかかりつけ医や連携病院、高齢者施設、在宅からの患
者さんを受け入れ
・治療が終了したら患者のかかりつけ医への逆紹介を推進

○

○機能分化・連携強化
・地域医療支援病院及び紹介受診重点医療機関の指定を目指し、地域連携部門の
体制を強化し、地域医療機関とより連携しやすい環境づくりなどを検討
・二次救急当番制について、地域にある複数の病院、消防、行政で構成する病院
連携会議で協議

○

合計 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等

2020年実績 343 8 290 45 0 0

2025年見込み 343 8 290 45 0 0

※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて

川崎市立井田病院 地域医療構想
との整合性

（２）
医師・看護
師等の確保
と働き方改
革

○医師・看護師等の確保
・令和６年４月からの医師の時間外労働規制に向けての体制整備
・夜勤負担の偏在化解消に向けた看護師の確保
・タスクシフトを推進するための薬剤師・臨床工学技士の確保など

○

○医師の働き方改革への対応
・医師の自病院での労働時間の把握のための医師の労働時間管理システムの導
入による適正な管理
・病棟薬剤師や医師事務作業補助者の活用等による医師のタスクシフティング
など

○

（４）
新興感染症
～の取組

・新興感染症の感染拡大状況に応じた円滑な病床体制の増強・確保に向けた準
備
・新興感染症患者の受入を想定した病室の個室化
・専門人材の確保・育成
・感染防護具等の備蓄

○

※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて

川崎市立井田病院 地域医療構想
との整合性

（５）
施設・設備
の最適化

○施設、設備の適正管理
・病院施設や設備の長寿命化や更新などについて、収支シミュレーション等に
ついて十分に検討を行い計画的に行うことにより、財政負担の軽減・平準化に
取り組む。

○デジタル化への対応
・電子カルテの情報セキュリティの向上
・電子処方箋について取組を推進。
・医師の労働時間管理システムや、災害時の院内情報共有システムなど、新た
なシステムの導入・有効活用により、業務の省力化、データの共有・有効活用
を積極的に推進

○
※現行の２０
２５プランに
は、具体の記
載ないが、地
域の医療機関
との連携に資
する取組みで
あることから
「○」と整理

※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。
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【参考】現行の公的医療機関等2025プラン（抜粋）

川崎市立川崎病院
経営強化プラン
上の項目

現行の2025プラン等の記載内容

（１）
役割・機能の
最適化と連携
の強化

・高度・特殊・急性期医療、救急医療を中心に、小児から成人・高齢者・妊産婦等の医
療を提供するとともに、精神科救急医療の基幹病院としての機能も担う
・市内唯一の感染症病床における二類感染症患者の受入や、災害拠点病院、地域医療支
援病院、地域がん診療連携拠点病院としての役割

合計 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等

2025年見込み 663 56 607 0 0 0
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【参考】現行の公的医療機関等2025プラン（抜粋）

川崎市立川崎病院
経営強化プラン
上の項目

現行の2025プラン等の記載内容

（２）
医師・看護師
等の確保と働
き方改革

・臨床研修指定病院として医師の育成を行うなど、地域医療水準の向上に寄与

（４）
新興感染症～

の取組

・新型コロナウイルス感染症対策では、主に重症患者を担い、県内最大規模の入院診療
を実施

（５）
施設・設備の

最適化

・地域医療機関との患者の紹介・逆紹介を推進し、地域医療支援病院として、高度・特
殊な医療を確実かつ効率的に提供できるよう努めると同時に、検査機器の共同利用を実
施
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて

川崎市立川崎病院 地域医療構想
との整合性

（１）
役割・機
能の最適
化と連携
の強化

○地域医療構想等を踏まえた当該病院の果たすべき役割・機能

→ガイドラインにおいて、機能分化・連携強化について十分な検討を行い、必要
な取組の記載を要請する「（エ）地域医療構想や今般の新型コロナウイルス感染
症対応を踏まえ、病院間の役割分担と連携強化を検討することが必要である公立
病院」への該当

○

○地域包括ケアシステムの構築に向けて果たすべき役割・機能
・川崎市南部地域における高度急性期医療を担う基幹病院として、地域の医療
ニーズに対し良質な急性期医療及び専門性の高い医療の提供。

○

○機能分化・連携強化
・関係病院間で合意済み

○

合計 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等

2020年実績 663 56 607 0 0 0

2025年見込み 663 56 607 0 0 0

※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて

川崎市立川崎病院 地域医療構想
との整合性

（２）
医師・看護
師等の確保
と働き方改
革

○医師・看護師等の確保
・令和６年４月からの医師の時間外労働規制に向けての体制整備
・夜勤負担の偏在化解消に向けた看護師の確保
・タスクシフトを推進するための薬剤師・臨床工学技士の確保等

○

○医師の働き方改革への対応
・医師の自病院での労働時間の把握のための医師の労働時間管理システムの導
入による適正な管理
・医師事務作業補助者及び病棟薬剤師の採用
・ビデオ通話による会議、電子カルテの自宅等からの遠隔閲覧の実施
・地域連携を進め、紹介・逆紹介等、地域の診療所と役割分担 など

○

（４）
新興感染症
～の取組

・発熱患者の隔離・専用動線の確保、入院前スクリーニング検査は継続する。
・福祉施設の感染予防のための出張講座および施設内感染対策ラウンドを行い
指導する。
・新型インフルエンザ等の対策として検疫所との連携訓練を予定している。
など

○

※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。
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３ 該当公立病院の経営強化プランについて

川崎市立川崎病院 地域医療構想
との整合性

（５）
施設・設備
の最適化

○施設、設備の適正管理
・施設、設備の劣化状況調査を現在行っており、劣化部分を洗い出したうえで、
効果的な修繕・長寿命化計画を今後策定し、整備費費用の負担平準化を図る。

○デジタル化への対応
・電子カルテの遠隔閲覧システムの活用を推進し、オンコール医とのやり取り
や、地域医療機関との情報共有を行い、医療の質の向上に取り組む。
・オンライン診療及び電子処方箋への対応を検討する。
・文書作成システムの導入により診断書等の事務作業負担の軽減を行う。
など

○
※現行の２０
２５プランに
は、具体の記
載ないが、地
域の医療機関
との連携に資
する取組みで
あることから
「○」と整理

※本資料では、各病院作成の経営強化プラン
の事前調査票の抜粋を掲載しています。
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４ 今後のスケジュール

時期 会議体 内容

令和５年８月頃 令和５年度第1回地域医療構想調整会議
経営強化プランの事前調査票による
意見聴取

令和5年度末までに、病院事業を設置している各地方公共団体で経営強化プランを策定
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説明は以上です。
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